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された樹令 350年ぐらいのロプレという木の年輪を解

析したものである。横軸に切わ倒された年からの逆算

年数を示してぃる

アルゼンチンの国立パタゴニア大陸氷河研究所では

パタゴニャ氷陸からフルゼンチン側に流れ出してぃる

47゜30' Sから51゜Sに到る約 350個の氷河につぃて,主

として1947年と1960年に作られ九航空写真をもとにし

てその前進,後退をしらべた結果を発表してぃる。そ

の結果はほとんど後退でごく一部のみ停滞となってぃ

る。チリー側のピオ11世氷河は珍らしく,最近20年間

に著しい前進を示してぃるが,その前には後退し九と

いう証言を得た。

最後に現地で調査,観測にあ九っ九隊員寺本厳,井

上治郎,安成哲三,井上民二,伊藤隆の諸君に感謝し

ナこい。
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と反省一

木で海岸から数履はいったところに生えてぃナこもの

である。 Aは海岸にあっナこ木でB, C, Dとは多少異

なった曲線を示してぃる。第7図,第8図は比較的短

かい周期を求めナこものでA3-7は3年移動平均値を7

年移動平均値から引いた偏差曲線である。 C,-Uは同

じように, 7年移動平均値の11年移動平均値からの偏

差値の曲線である。 A3「やC3-7からは5年ぐらいの

周期がみとめられる。第9図はこの地点から20屈ぐら

い西にある PueTto Eden で約10年ぐらい前に切り倒
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日本山岳会1970年工ベレ

1 はじめに

JACの工ベレストなんぞ東京の連中が勝手にゃっ
ている,よその世界の話とぱかり思ってぃたが, ^J＼

レスト準備委員会から誘いがあり,何事も後日の参考
とぱかりっい深入りの果句,遂にはその一行にっいて
打く破目になってしまっ九。それは無駄の多い大混成
部隊であっナこが,教えられるところも多かった今これ
を回顧し,来るべき我凌の次なるエクスペディション
の参考になれぱと思い筆をとろ炊第であるこの隊に
はわがAACKから松方三郎隊長,神山義明井上1ム
郎と共に4名が参加した。ほかにNHKの内藤敏男プ
ロデユーサーも京大で,大学別に云えぱ明治の6名に
次ぎ,日大の3名より多かったわけだがそうぃうこ
とは本筋と関係はない。

スト登山隊に参加して

2 リーダーシツプとメンバーシップ
今度のエクスペディツ"ンに参加してぃ る間中,痛
感したことは,標記の関係にっいてであうたエクス

ンのりーダーたるものの一番の資格は適格ヘブ イ

な判断が下せること,これであると思った。

松方隊長は別格だから,これは問わない我々の汰
のエクスペディツ"ンにおいても,同じょうな別格隊
長を頂いても,それは政治配慮によるものであるから,
ここでのべようとしていることと判定基単が違うので
問題から外す。

リーダーは事に小細工を弄してはならない一本筋
が通って居なけれぱならない。昨日云うたことと今日
云うことに矛盾があってはならない。もちろん登山に
あつて次々に計画が変えられるのは常であり朝令暮改
は当然で,悪いとは云わないが,そこに判然たる理由が
あって隊員を納得させ得るものでなけれぱならない
その時の気分で事をきめてはならない。私心があって
はならない0 事は公明正大に運営されねばならない
計画実行の細部にまづ通暁してぃなくても大筋だけ
はしっかりっかんで居なければならない。匿

部

物を言う時,表裏があってはならない。つまり,面と内
つてはお世辞を云いながら,陰では悪口を云うが如き
態度があってはならない。などなど条件をあげたが
結局最も大切な隊長の資質は「決断」である AかB
かO Aノ右か左か。左.ノその一言が適格に云える
そういう人物を隊長に迎えなけれぱならない
今一つの隊長たるべき資質は対外的にカッチリした
人物であることで,準備の段階でも行動中でもま九終
戦処理の段階でも世話になっナこところへの,しかるべ
き挨拶ができる人でないといけない つまり人当りが
よく,誠実で,義理堅いことが望まれるわけである。
汰にエクスペディツ,ンメンバーにっいてである
が,これもまた数々の美徳の持主であることが要求さ
れる0山では標高融oomで,空気は下界の半分になる
そういう環境下においては脳の働きも鈍るそ、して
人問の性格のうちで,修養や努力によって作り上げ,
れたようなものから消えてゆき,それによって抑制さ
れ矯正されてあっ九欠点がさらけ出され,生地の性格
がむき出しになる。この生地の性格においてエクスペ
ディツ"ンに好ましくない性格をあげるとすると,マ
カルーの原氏の云っていろ1)優案不断 2)自巳
顕示性,3)融通のきかない ユーモアのない性格の

ほかに,4)陰気で何を考えてぃるかわからぬ 5)ひ
がみっぽく,物事を悪くうけとる, 6)甘やかされて
調子のよい時はよいが一且っまずくとすぐツユンとな
る,フ)意志薄弱, 8)消極的で万事控え目すぎる,
9)あわてん坊, 1のあがり易くてぃぎという時にボ
ーツとなる,等々,きりがなくなる。反対に好ましい
性格をーつだけあげると,意志強固にしてゃらねば
ならないことは断固やりとげる性格ということになろ
うか。

島マカルー隊のあの無茶苦茶な根性。あの登り方は決
して真似してはならないにしても,あの根性だけは見
習うべきである。繰返して云うまでもなく ,今から見習
つてみても,高所に登ってしまうと,消えてしま・もの
であるから, 役には立たないかも知れないけれども
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3 食糧

今やエクスペディツ,ンに用いられる食糧に目新し

いものはなくなつたといつてもよい。普段の登山に用

いられる食糧計画がそのまま役に立つわけで市場に出

まわっているインスタント物をいかに利用するかとい

う問題に帰せられる。

今度の食糧計画は実に膨大なものであり,そのため

手のまわりかねた面も多々見うけられ九。 1パックの

カートンンが12人日となっていて,これが一単位なの

だが,砂糖の入ってないパックや醤油のないパックが

あつたりした。献立というものは,実際に食ベようと

する者が,材料とその時の気分とから勝手に作り上げ

るものであるから,基本的な調味料はどの力ートンに

も入ってぃなけれぱならない。今度の隊はABCまで

コックを上らせて料理を作らせ九ので,実におかしな

ものを食ペさせられナこが,これからの登山では,コツ

クはせいぜいBCどまわとすべきである。食糧のパツ

クは1ケづっあけて行くべきで,あるパックの内容が

途中でっまらぬものぱかり余っ九からといって,次の

新しいパヅクをあけてすきなものから食ベて1テくとい

うのは隊員として大いに自戒してほしいものである0

今度の計画の中で非常によいアイデアだと思ったの

は,どの力ートソにも,蓋をあけるとその裏に小さな折

畳み缶切りが貼りっけてあっ九こと。マツチ箱が必ず

入ってい九こと,チリ紙が入ってい九ことである0ナこだ

し今後の計画においてはチリ紙よりぺーパータオルに

すべきである。食器も拭けるし尻も拭ける。醤油,塩,

砂糖,サラダ油,胡椒,味の素,茶(紅茶,緑茶,
コーヒー)バターなどはとにかくどの力ートンにも

入れておいてほしいものと思う。主食としてアルファ

米,メリケン粉,ラーメソ,ビーフンなどあったが,ー

番よかっ九のたのはビニールパヅクした餅であっナこ0
これは生餅だから重かっ九けれども,食欲のない時で

もこれなら食ベられるし,いろいろ調理できるし,今
後計画には忘れられてはならないもののーつである。

高い所では食ベられることが先決で,重いことは二の

次である場合もある。東京日本橋山本の'銘々海苔、

のアルミホイールパックは実に傑作で,これは高価な

ものと思われるが,味のよいこと格別であっ九。そ

してどこまで行つても変化し九り湿つたりすることが

なかっ九。アルミパックのチーズもプタン灯の傘の上

であぷって食ベるのにもよいからすすめられる。味噌

もビニールパックのものを持って上っナこが,味噌汁に

つぃて云えば「信州まる米」の即席味喰汁のもとは優

秀で,これならぱわざわざ重い生味哈を持って行く必

要はない。「まる米」でも白味噴の方がよく赤だしは

少しおちるように思つ九のは趣味の問題だっ九か。

乾燥食品は沢山あっナこ。キャベツ,白菜,ホーレソ

草などの緑菜物は総じて優秀であったが,ジャガイモ,

ニンジンは不可であっ九。タマネギはよかっナこが,青
、

ネギはおぽえていない。りンゴ,パインアツプルもよか

つた。鶏卵はどういうわけか塩分が多く,玉子焼にし

てもフカフ力して感心出来なかった。豚肉,鶏肉はま

あまあであっ九が,牛肉は感心しなかった。鯛のミリ

ン干,干カレイはよかっ九。メザツもよかっナこ。

昼食はいづこも同じ,クラッカー,せんべい,乾パ

ン(サンリツのカソパン),それにマーガリン',サラ 、

ソーセージ,ジャム,果物の缶詰,魚の缶詰といったよ

うな取合せであっ九。あまり食欲がわかなかっ九。

食酢が少なかっナこように思う。ポツカレモンパウダ

ーはかなり代用品として役立っ九。我々京都人として

は五条坂七味屋の七味唐辛子がほしかった。長旅の間

に変質するにしても。これは少量のものだから飛行機

にっんで持って行こう。緑茶,紅茶,コーヒーいづれも

パックになったものが便利だ。コーヒーはインスタン

トで十分。ナこっぷり用意して行こう。日本製でよい0
レーショソの献立てであるが,本当にハイキャンブ

用口ーキャソプ用と分ける必要があるだろうか?私は
そのような区別は存在しないと信じている0 せいぜい
BCまでと, C1以上の二種類で結構であるO C1以上
食はどれを持上げても同じこととしておくと運営はず
つと楽になる。レーシ,ンの組合せにバラエティーは

あるべきだが,それに高度による差別をっける必要は
ない。

手袋も上等のウールであった。

羽毛服:これも安田教授設計によるものであった

が,使い難い点があった。首のまわりにブラブラした部
分がっいているのは邪魔だったし,胴まわりをナイ戸

ン紐でしばるようになっているのは紐が穴の中にすぐ

入りこんでしまって役に立たなかったというよりは,
もともとこんなものは不要なのであった。ボケットが

外に浅いのが二っしかないのは不足で,内ボケットも

左右にほしかった。

ウール肌着の上に直かに羽毛服を着るということに

なっていたが,何となくスースーしたうそ寒い感じで,

計算上はそうかも知れないが,実際的でなかっ九。た

だし,寒くない範囲においては,その方式はゆったり

としていて肩がこらず快適であった。

ナイロン生地だとちょっとしたことですすぐ鍵裂き

になるのが欠点である。火に弱く,ストープや戸ウソク

の火ですぐ大きな穴があいてしまうのも困る。更に困

るのは修理がむっかしいことで,針と糸でかがっても

一度あいた穴からは細かい羽毛がどんどん出て来る。

一番よいのはボンド17Gでナイロンの共布を貼りっけ

ることである。だから,常に修理用共布とボンドを各

人が携帯することが望ましい。

高所靴:プレモンスーンのヒマラヤでは本格的な防
寒靴は要らないと思う。私はチ"ゴリザでその有効性
を疑って居たが,今度でもますますその感を強めた。

私のは「高橋」製で,たしかに暖かったが,グラグラ,フ

ニャフニャして安定の悪い感じである。本来の登山靴

の工夫と靴下の工夫の組合せで,もっとよいものが出

来るはずだ。防寒ということばかりに気を使った、高
所靴、は再考を要する。

雪眼鏡:私は今度は普通のスキー用の色メガネをか

けたが,それで十分であった。水中メガネ型やいわゆ

るゴーグルにする必要はなかった。この型式のものは

酸素マスクをっけると曇っていけないらしい。目尻の

所に蔽いをつけた形のものがあるが,これは一層有効

なようである。色メガネなしでは絶対に雪盲になるの

で,スペアは十分に用意したい。

酸素器具:先づ駿素マスクであるが,これは今度住
吉さん達が開発した川崎製のもので十分である。アメ
リカ.メータグ製である必要は全くない。酸素帽にホ

ツクで止める方式もよかったと思うが,これにはもう
ーエ夫あってよい。エコノマイザーはまだまだ改良の
余地があると思う。ヘルメット内蔵というのはグッド
アイデアであったと思、う。同志社のドーラ 1隊は,川崎
マスクにメーダク式の呼吸袋をぷら下げる方式であっ
たが, 袋を小さくしたので行動の邪魔にならなかった

と言ってい九。しかしこのブラ下げ方式は足許が見難

4 装備

個人装備から共同装備にわ九ってこれほど多種多様
の物品が揃えられナこ隊はかってあるまい。六しテこ数と
量であっナこ。

個人装備は登山靴とピッケル以外は全部隊の支給品
であっ九。立派な物が多かっ九。これまでのエキスペ

ディッ,ンの多くが個人装備支給方式であったが,こ

れもある程度は個人負担の枠を拡げてもよさそうに思
ズボンやシャッなど,力寸より個人の好みが発揮さr) 0

れるようなものは一括磯入する必要はない0

反対にツユラーフや羽毛服のように高価なものまで個
人負担というわけにはゆかない。どの範囲まで個人負
担にする力斗よそれぞれの隊の規模によって異る0

肌着:高所用の肌着として安田教授案に従って極め
て高級なオールウール製品が支給され九が,着心地,脳
かさなど申し分がなかっナこ。もっともこの上に直かに

羽毛服を着るということにっいては,少し薄すぎて,実
行出来なかっ九が,これほど上等ではなくても,普通

のウール肌着はどれもよかっ九と思っている。靴下も

いはずであると思う。ボンベはフランス製がよいこと
は云うまでもないが, その経済性まで犠牲にしてなお

フランス製でなければならないかということになると
甚だ疑問である0 川崎ボンベでも知事の特別斗可を得
れば170気圧まで酸素が詰められる。とすれぱ 6801入
るわけで1分間2ι使用するならば5時間40分使用できる
計算になる0フランス製は920ι入るわけで,7時間40分
持つことになるが, 1分問"使用すると4時間位しかも
たないわけである。フランスボンベの非経済性を考え
るとその分を川崎求ンベにし,運営でカバーする方が
利口ではないかと考える。睡眠用には1分問0.5ιで十
分である0 睡眠用のマスクは航空機用のものも大して
よくはなかったようである。マカルー隊は病院で呼吸
困難の患者に使用するプラスチック製のノーズマスク
というのを使ったらしい。私と住吉さんは食糧などを
包むボリチレン袋の隅を切り落し,それに酸素パイプ
をっないで作ったマスクをかむったが, これでも結機
使用出来るように思えた。ただし, それらの間の優劣
については根拠がない。

標高70oom以上では睡眠用に酸素を使用すべきであ
る0750om以上では行動時にも酸素を使用することが
のぞましい。 マカルーでは85卯m以上を酸素なしで行
動したというが,それを誰でも真似してよいというも
のではない0 その行動を支えるに足る精神力と体力が
伴っていなけれぱならない。その判断はりーダーと医
師の責任であろう。
今度の工ベレス トでは私の全くぁづかり知らないう戸

ちに「酸素テント」なるおかしなしろものが試作され
持ち上げられ九0 密封テントにして中で酸素ボンベを
流出させ内圧を上げるというもので,呼出された炭酸
ガスはソーダライムに吸収させるっもりであった。し
かし,粗雑な設計でとてもテント内圧が上るというよ
うなことはなくぉよそナンセンスなしろものであっ九
が,それでも一時的にしても内圧が上り,計算上約 7
卯m位下降したと同程度効果のある時間があったよ・
で,朝起床時の気分はよかっ九。中で炊事をしなか
たので水分はあまり出ず,テント内が霜で一杯になる
ことはなかったので工夫次第で一考に価するアイデア
ではあるが,いづれにしても今度持って行ったような
重いしろものでは全く意味がない

5 キャンブの設営とキャンプ用品

ベースキャンプは出来る限りモレーンの上に設営す
べきである0モレーンも高みになった所を選ばないと
やがて水溜りになるということもあり得る。食堂兼娯
楽室兼無電室は出来れぱ石室にすべきである炊事場,
食糧庫も別棟で石室を作るとよい。ニベレストでは登
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山隊は巨大なメスラントを運び上げたが,スキー隊は

この石室であっナこ。どちらが経済的かわからぬが居住

性は石室の方がよいように感じ九。診療所は独立し九

大きいテソトがよい。薬やベツトを入れる必要がある

ので,かなり大きなものが要る。明るい生地のものが

よい。

住居用のテントはBC用はキラバソにもずっと使っ

て来九が, 8人用合掌式家型夏用。高さは背が立っほ

どのもの。側壁の高さはトラソクの高さ。テソトの長さ

はこのトラソクが五ツ並ぷのに少し短かかった。この

あナこりょく考えて,ちようどトランクが並ベられる寸

法などにしておくとずっと便利だっ九。高所テソトは

冬型マナスル又は半カマボコ型で4人用6人用8人用

とあっナこ。 4人用といっても 2人位でちょうどよかっ

九と思ってぃる。球古のパオみナこいなポール型20人用

をABCのメステントにするつもりであったが,シエ

ルパに占領されナこ。氷壁用として,断面が払円の奇妙

なテソトも考案されたが実際には使用されなかっナこ。

ジュラルミソポールと網を用いたテント台を持つて行

うて実際に使用されたが,ヤルンカンでは不要ではあ

るまいか?

ベースキャプの高度であるが,認oom位が限度であ

るとされてぃる。エベレストはそれより少し高かっ九

が,せいぜいあの程度までである。ABCはヤルンでは

不必要だと考える。運営上それに相当する機能をもた

せ九キャンプは自然に出来るかも知れないが。リーダ

ーとドクターは60oom以上に登るのは好ましくない。

自分はしっかりしているつもりでもやはり呆けている

のである。

BCでの燃料はプロパンがよいようである。薪は人

件費が高くつくから,必ずしも経済的とは思えない。

エペレストではおよそ百万円は消費し九だろうと云わ

れてぃる。薪代などというのは極めてよい加減なるも

ので, 1 0ード10ノレピーといっても, 1 0ードナこるや

20切なのか40珍なの力、ずるいやっが得をするという

ようなやり方を許してはならない。今度はケロシンス

トーブで苦労したという記憶がない。サーブはほとん

どこれを使用しなかったと思う。その代りにプタンバ

ーナが非常によく朋いられた。これはケロジンよりは

高価ではあるが,カートリツヂが大体2時間位使用で

きるから(あまり確かな記憶ではない力D ,計画がた

てやすぃし,携帯は便利,それにノズルを変えてスケ

ルトンをっけると非常に明るい燈となる。交庫本が読

め位に明るいし,その傘の上で物を焼いて食ペること

も出来るし,大変よいものである。

BCで電灯がともるということは非常に気分のよい

ものである。しかしそのために必要な費用と労力を考

えるとそれでもなおかっ必要なものであるかどうかは

判らない。今度の工ベレストでは,気象観測用ファク

シミリ,大きな無電機と医学研究用のモーターをまわ

す九めにホンダの発電機を二台持ち上げ九。発電機は

実によく働いたのでこれらの観測機械は所期の成績を

収めることができナこ。だからエキスベディシ享ンの目

的や規模の大きさによつてきめられるべきであるが,

本来的には贅沢なものである。

今度の工ベレストではイスと机まで持ち上げられ

た。あれば便利なものに違いないが,これは普通のエキ

スペディッ,ンでは許されない贅沢である。梱包材料

を工夫によってイスや机に転用すべきである。,今度持

ち上げた力ートンボックスは丈夫であったが,これを

利用する方法を出発前から考えておいて,現地で活用

すべきである。

6 梱包について

エベレスト登山隊には大森弘一郎という有名なアイ

デアマソが梱包の指図をし九九め范大な量の柵包も割

合よくまとめられてあった。とはいっても,食糧,個

人装備はよいとしても,色んな形と嵩の違う各種登山

装備の柧包となると,毎回のことながら,その煩難さ

には音をあげてしまう。

エベレスト登山隊の梱包の基礎は力ートンボツクス

であった。大森氏の勤めている本州製紙のスーパーK

ライナーという紙で作られ, 15場箱として30.フ×24X

42伽,これが内箱で, 30均箱の外箱に二箱づつぉさめ

る型にしてある。フ夕の部分は3航ほど重なるよう余

裕を持九せてある。これをボンド糊で貼りつけ九上で

粘着テープで封をしナこ。それに食糧,個人装備,露営

用具,登.用具,炊事用具,燃料,通信,気象,医療,

酸素,写真の11種のシンボルマークのっいナこワツペ

ンカ韻占られ九。そのおのおののマークはまナこキャラバ

ソは黒, BCはグリーン,サウスコルまでは赤,以上

はオレンジ,南壁は黄,というような色分けがなされ

て,とてもおぽえきれるものではなかっ九。ワツペソ

は大変おもしろいアイデアだから真似てよいが,分類

の見分け方はもっと簡単にしなけれぱいけない。高所

では頭は呆けるのであるから,出発の手抜きの便を考

えるよりは,梱包の段階では少しは面倒でも,現地で

問違いのない表示法にしなけれぱならない。それに高

所による分類も最低限にすべきである。キャラバンは

毎日出し入れするもので別格としても,先ずBCまで

と, C1以上位の分類で十分であ。もし最前線まで持

ち上げる必要があるパックを作るならば,それだけす

ぐ目立っような表示したらよい。小さな隊の梱包は大

ざっぱで,しかもわかりゃすぃ表示法を工夫しよう0

ただどのパックに何が入っており,また何はどのパッ
クに入っているかの索引はしっかり作っておこう
食糧品は飛りヱチレン袋に包み, 12人日1力_トン
15御箱にパックされた。ニケ30地箱に入れ,その外側
をピースの外箱のような筒形の外箱で包みPPバンド
でしぱって出来上り。丈夫であった。観測機械はこ
のような力ー トンに入れ,まわりを発泡スチロール材
で埋めてクッショ ソにした。キャラバンで常時使用さ

れるキャンプ用品は木箱に入れて運んだけれどもこれ
は彼等の取扱いが乱暴なのですぐこわれた修理が出
来るような対策を考えておかねばならない個人装備
はジユラルミントランクに入れ,それを防水布のズダ
袋で更に包んだ。キャラバンからBC生活を通じて
トランクは便利である。個人装備はこの30切トランク
におさまる程度と量に制限出来ないか, ーエ夫あって

しかるべきである。同志社隊などかなり軽量隊であっ
たようである0 防水布のズダ袋は70枚用意した様子で
あうたが錠がかけられるようになってぃた方がよい
錠は全部同じで,ーつの鍵であけられるようになて
いる方が便利である。数は余裕をもたせておく
粘着テープは帰途不足して困った これが少いと帰
りの再梱包に難渋する。出発の時に要した同量位のテ
ープを帰途用に持って行かねばならない。紐類は例に
よってまたたく間になくなってしまうのでこれも帰途
用のはツエルパにさとられないよう確保しておかねば
ならない。

輸送においては梱包に一貫番号をっけておき, 毎日
チエツクしなければならない。=ベレストでは約_千
個の梱包があって,そのーつが紛失したこんなこ
とのチェッ クはなかなか出来るものではないかも知れ
ないが, しなければならない。梱包の表にはマジック
インク番号やら内容やら婁いたり消したりしまいには
何が何だかわからなくなる。消すといっても筋を引い
て消したことにするのだから複難であるキシロ
ルのようなものを用意して,本当に消すことを考えよ
^

つ0

身を引いた0 私はといえぱ,松方隊長が一番高度に弱
い人かと思って,その付添いを勤めたが, 隊長はお年
に似月ずお元気で私の見込みは見当外れであった
今回の調査の眼目の1つは血液の検査であり1つは
心電図であった。脳波,フりヅカーテス トは用意して
打つたのだが,途中で粉失してしまったそれは結局
どこに消えたのか謎であった

心拍数,息こらえ時間,水銀柱吹上げテス ト,尿など
もしらべた。 ここに我々が調査した事柄を単に結論だ
けのべてみょう。

心拍数:人は高い所に登るにっれて心拍数は増加す
る傾向にある。 それはそうすることによって血液酸素
運搬能力を高めるのである。しかし眠ってぃる間には
心拍数は低下し,朝目覚めた時の心拍数は決して高く
ない0 私の場合640omのC2で66であった。スキーの三
浦雄一郎氏はサウスコルで48と報告してぃるのを傍受
したことがある0少しでも動くとすぐに120位にはね上
るが,この眠っいている間1こ心機能が低下するという
ことが,かのマカルー登頂隊の二人が,眠れぱへばろと
して夜も眠ずに行動し続けたことの裏付けである
血圧: これも高所に登るにっれて上昇する傾向にあ
る0カトマンズで平均110/70であったものが,640omの
C2では140/100となる。これは平均値で,極端なのは18
6/150というのもあった。35才以上の隊員に上昇傾向が
強い0 高所では体の中に薄い空気の中から必要なだけ
の酸素はとりこもうとして呼吸数が増加する。そうす
ると呼気の中に含まれて水分が沢山失われるのである
0そうすると身体の中の水分は濃縮され,血液は粘って
来,末梢血管の抵抗が高くなり,そのことは心拡張期血
圧が,つま り最低血圧が高くなることであり,その末梢
血管抵抗に抗して心拍出力を高めるために心収縮期血
圧,つまり最高血圧も上るのである

尿:尿のPEと電気伝導度を測定した。高所では呼
吸が激しくなるので水分が失われる ことは前に書い
た0 そのため尿量は少くなるのだが, それぱかりでな

く,炭酸ガスも多く排出されるので,体の中の体液成
分はアルカリ側に傾く。それを是正するたあにアルカ
リ分を尿に排淮することになるので,尿のPHは上り
電気伝導度も上る。この調節機機が働くことがすなわ
ち高所に順応した現れであると言われてぃる。だとす
ると,尿のPHを測定すればその人が高所に順応した
かどうかがわかるわけである。ところが実際にやって
みると,尿P亘の変動は日によっても大きく変化すろ
し,個人差も大きいので, 傾向としては,人は高所に
至れぱ尿はアルカリ性に傾くとは言えても,尿がアル
カリ性になったらその人は順応したなどとは絶対に妻
えないことがわかった。
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7 医学的調査と結果,ならびに将来ヘの参考
エベレストには私のほかに住吉仙也,広谷光一郎,
大森薫雄の四名の医師が同行した。いづれもクライマ
ーとして一流であり,実地医家としてもしっかりして
いた0 広谷博士は臨床医ではないが,なかなかの腕で
あった0 彼はアイスフォール突破では隊のりーダ_を
つとめナこ0 大森博士は面倒な診療は黙って引受けてく
れたし, サウスコルまで登って心電図をとって来た夕
フな男である0住吉博士はC2に頑張って前半の指揮を
とったが, 大塚氏と意見が合わず,後半は指揮陣から



息こら時問:高所に順応したかどうかの目安のー
つに息こらえ時間の短縮という現象があるとされてい

それだけ息る。高所では酸素がうすくなるのだから,
こらえ時間は短くなるのだが,実際は酸素不足分を上
まわってもっと短くなるのである。それはどういうこ
とかと言うど前述し九如く,高所では体の中の炭酸
ガスが少くなるので,順応すると,頭の中は,この炭
酸ガスが少ない状熊に慣れてしまうというのである0
息こらえをして,それがこらえきれなくなるというの
は,体の中に炭酸ガスがある一定限度までたまると,
それが剌戟になって,それ以上息をこらえることが出
来なくなるということなので,もし炭酸ガスの低い状
態に慣れてしまうと,ほんの少し炭酸ガスがたまって

も,もう幸抱出来なくなるということで,つまり,早く
息こらえをやめてしまうことになるというのである0
いいかえると酸素不足分を上まわって息こらえ時問が

短くなるということは,すなわち以上の理屈によって

高所に順応したことの証明であるということになる0

本当にそう力、大体この息こらえというものは練

習効果のあるものだし,第一本人がまじめにやらなけ

れぱ意味がないので,隊員がどれだけ協力的にやって

くれるのか,頼りない検査であるが,とにかくやって

みたら面白いことがわかった。もし息こらえ時間が酸

素濃度に比例して短くなるものならばカトマンズでの

気圧と観測地点の気圧の比率から,その高度での予測

息こらえ時間というものが計算できる。その予測値と

実測値の比をとって,これを息こらえ時間短縮率と名

づけてみる。そうすると,私の場合,カトマンズ(1300

m)を100として,飛イヤン(290の 46.0,タンボチエ

(3900)55. 0, C2 (6400) 61.フ, B C (5如のに帰っ

て冊.9,帰途のタンボチエ86.0と,いづれも予測値を

はるかに短縮しているが,よくみると,高所滞在日数

が長くなるにつれでつまり順応してゆくにつれて息

こらえ時問減少率は高まっている。そのことは高所に

おるけ息こらえ時間の減少が,すなわち高所順応の現

れではないということの証左である。ではこの現象は

どう説明さるべきか,それはまだ結論が出ていない。

血液成分の変動:血液粘度とへマトクリット値はか

なり高くなる。ヘマトクリット値は血液中に血色素の

占める割合で,正常値は約45%である、それがBCで平

均60%位にまで上昇する。個人では70位にあがる者も

あつたが,平均ではそれほど高くならない。粘度は,

正常値は水の 4.75倍であるが,それが8.40とか10.60

とかにまでなるのである。それは赤血球数の絶対数が

増加することもあるが,体内水分輿失による血液の濃

縮が主原因である。血清中の蛋白質は増加するが,そ

れもアルブミソの方が増加するので,グロブリンの方

は増加せず,血清電解質でも, Kは増加するがCaは
増加しないなどという事実が証明され,単なる濃縮現
象としてだけでは説明がっ力寸よい。血清グルコースも
増加するが,それも単に濃縮によるものでなく,低酸
素剌戟は激しい運動と同じようなストレスを身体に与
えるので,血中にグルコースが動員されるが,実際に

は筋肉はあまり動かされないので,動員されたグルコ
ースは血中で消費されないで残ってしまうものとみえ
るこうぃう血液成分の変動は複難で,一元的には説
明がつかない。

心電図:島津と早川ツヤープの二種の携帯心電計を
持って石き,カトマンズ,キャラバン中, BC,C2,
サウスコルなどでかなりたくさんの心電図をとっナこ0

その結果にっいての詳細は,専門的になりすぎるので

さけるが,要するに,心筋に供納される酸素が少ないよ

うな状態,例えば狭心症の場合に見られるようなパタ
ーンに似ナこ心電図を得ることができナこ。しかもそれが

病気ではなくて,その高度においては健康で,しかも地
上では絶対お目にかかっ九ことがないというな珍らし
い所見を得たのである。しかも,これまでそういう事
態において出現するものときめられてい九ような,例
えばST部の低下とと呼ぱれるような変化は,これま
でそうぃうものをみナこという報告もあり,当然起って
しかるべきだと考えられてい、九現象を全く見出すこと
ができなかったなど,新しい知見が九くさんあっ九0

さて今回の二ペレストで我々がしらべたことのあら
ましは以上の如くであった,この事実をふまえて,次な
るエクスペディッヨンでは何をしらベ九らよいか,ま

ナここうぃうことをしらハξたら隊員のコンデシ,ンがわ
かって,もっと頑張らせるとか,下のキャンプへ下ら

せるかとの判断の役に立っというようなことがあるか

どうか,そうぃうことにっいて検討してみよう0

高所障害の自覚症状として一般にみられるのは,頭
痛,悪心,食慾不振,倦怠一脱力一無力感,目まい,ねむ
け,睡眠障害などである一口にして云えぱ二日酔の症
状と全く同じである。睡眠障害というのは,寝っきが
悪く,熟睡出来ず,非常にはっきりしナこ奇妙な夢を見

る。チョゴリザで平井君がへルマンブールの亡霊を見
たのは当しくそうぃう状態であっ九のである。さら歴

進むと精神障害や視力障害となり,取返しっかない事
態にまで至り得る。嘔吐は脳神経障害とうけとり,この

ような事態に立ち至ればすみゃかに下のキャンプへ下
らせねぱならない。脳は最も酸素不足に弱い器官であ
リ,酸素供給が完全にとまれば4分間で脳の働きは永久
に停止する。そうぃうわけなので,酸素供給が少し低下
しただけで脳の機能も明かに低下するのであって,そ
の機能の低下を認識する機能もおかされるのであるか

ら,事熊を正しく把握することはできない。従って,
リーダーは隊員におい大丈夫かと尋ねて,大丈夫です
と答えたからといって安Dしてはならない。自分は大
丈夫と判断する能力自体がおかされいるのであるから
その言葉には何の裏付けもないのである。同様にして
第三者にもまたその能力は低下してぃるので,同僚の
身体状況を正しく判断出来ないのであって,このあた
りがりーダーのむっかしいところである。そのことは
またりーダーと医師は60oom以上に上ってはならぬと
いうことの根拠でもある。

次なるエキスペディツ"ンおいて,誰でも判断出来
る客観的な高所障害の指標は何かというとそれは1日
の尿量の測定である。2ιのボリェチレンタンクを持ち
歩いて,尿を全部それにため,24時間の総量をとるので
ある0 尿をためるのが困難なら,メスミリンダーに尿
をうけ,毎回の尿量を合計してゆくのである。これは毎
日は無理としても,ともかくやってほしいと思、う尿量
が減少することがどぅやら高所障害とパラ レルのよう
である0尿量が減少していることが,身体状況としては
どのように現れるか?それは顔面の浮腫である。顔こ
とに眼驗がはれて,目が細くなる。ところがこれがまた
除々に出現するとみえて,なかなか自分でも他人で、
気がっかないのである。そこで隊員は各人それぞれパ
スポート用の顔写真の一枚をセルロイドのパス入れみ
たいなものに入れて,腕ポケヅトに携帯し,随時自分で
鏡をみると力山お互に兒せ合うかして,地上の時の顔
とその時その時に顔とを比較して顔の瞳れ具合をチェ
ツクして行ってほしいと思う。また時々は顔写真をと

リ,場所と日付けをはっきりさせておいておくと,後
日の参考になる。尿量,尿比重,そして顔写真の対比
は,これは医師が同行しなくてもできることだから,
次のエクスペディシ,ンでは是非やってみてほしい
顔が腫れたことはしかし何も危険な信号ではない精
神障害や,手足のしびれなど神経症状が出ると,これ
は危険信号である。目まい,嘔吐,脱力感なども危険
な徴候であるから,油断をしてはならない

体重減少も高所衰退の最もよき指標のーつであるか
ら,常々測ってみることがのぞましい。今度の工ベレ
ストでは体重計が狂ってしまったので駄目であった

が,体重計は荷物泙量用のほかに体重専用のを持って
打くべきで,測定の時には平たな石や板の上にこれを
正しく水平においてしっかりと測定すべである

心拍数と息、こらえ時間は腕時計さえあれば自分てで
きることであるから,折にふれて測ってみてほしい
心拍数の異常な亢進は注意信号である。同一高度にお
いて息こらえ時間が短縮することは衰退してぃること
を意味する。延長すれぱ順調とみてよいそれ位の目
やすにはなるようである

心電図は, それが判読出来る医師が同行すれぱ強力
な武器であるが, 医師がいなくても心電計の操作は簡
単であるから,誰か数人で出発前に少し練習してもら
うとすぐに取扱えるようになるもので あるから,こ
れはできるだけとって来てもらえるなら有難い血圧
も測定は少 し練習すれば誰にでも出来るようになる
ものだから出発前に少し練習して行って, 何度でもお
互に測定し合ってもらえたら有難い。携帯に便利な夕
イコス型で十分であるから,何も重い水銀型を持参に
及ばない。 血圧が上るということは脱水の徴であるか
ら,水をのむようにすべきであり, そのように大変役
に立っ測定器具であるから,聴診器と血圧計はーにぺ
アにして持って上って頂きたい。又測定の値は必ずノ
トに記載して帰って頂きたい

さて,高所障害に陥っ九隊員に対してどぅ処置すれ
ばよいか0 以上のべたようにどこまでが正常でどこか
らが高所障害なの力山必ずしもはっきりしないが頭
痛や悪心などの自覚症,視力障害,嘔吐,しびれなどの
神経症状,尿量減少,頭面浮腫など腎障生,血圧上昇
ことに収縮期血圧と拡張期血圧の差がせまくなった心
障害の場合などは一応治療の対象として考憲すべきで
ある0 次のにその対策をまとめてみると,
①まづ酸素補給

②低キャンブへの移送を考える

①利尿剤を与えてみる。2時間して十分なる利尿
をみない場合はもう一錠追加するラシックス
という利尿剤がよい。

その反面十分なる水分を摂取させる

もし可能ならぱ,大量の電解質液,例えぱ乳酸
リンウ'ノレ(ラ クテツク)液を点滴静注すると非
常に有効である

8 おわりに

以上'私が工ベレスト登山隊に参加してみて威じた
ことを思い出すままに書き綴ってみた。甚だ主観的ナ、
見方に偏しているかも知れないし,一人よがりで意味
不明の所もあるかも知れない。しかし,今日であの時
羽田を出発して丁度一年になるという時の'たっのは
非吊に早く,忘れることのまた非常に早いこの頃であ
つてみれぱ,何はともあれ,今思いっいた事だけもと
にかく形にして皆様のお目にかけ,御参考に供しよ、
と考えたのである。あれは史上最大のマンモス登山隊
であっ大0 まとまりの悪い無駄の多い隊ではあた
が,それだけに広く衆知を集めた隊でもあたそこか
ら多くのことが学ベた筈である。そう'甲って,まとめ
てみ九次第である0 これからのエクスペディシンに
少しでも役に立っ部分があるとするならば望外の幸せ
である。
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はじめに

私は1969年8月日本山岳会工ベレスト第2次偵察隊
の一員としてネパールにわたり翌1970年7月未までク
ンプヒマールに滞在する機会をもった。しかしこの門
いろんな事庸もあって,実際の山中の滞在期問は10力
月に満たなかった0 こうぃう実情ではあってもクン
ブという1つの地域のいろんな高度での自然の推移剛
じっくり観察する体験を得たということは貴重だと鳳
うので,ネパールヒマラヤ高所での自然一_とくに気
候一一四季の移り変りにっいて,あまり知られてぃナ、
い゛期とモンスーン期を巾心にして述ベてみょうと,甲
つ0

2 モンスーンあけから秋

東"βヒマラヤのモンスーンは大体9月下旬から10月
初旬にかけて終る0 インドの南西モンス_ンはベン
ガル湾に面した東部からはじまり,西の方ヘ行くほど
開始が遅れ,逆にモンスーン明けは西からはじまて
東ヘ伝わるというのはよく知られてぃるがこれがネ
パールヒマラヤでどぅなるかという事にっいてはまだ
はっきりし九ことはわからない。何分にも地形の複雑
よ山地であるため,ネパール国内の雨量観測所でのぎil
録をみても,必ずしもインドでみられるよ、なスム_
ズな推移はないという報告もなされてぃる モンスー
ン明けといっても,日本の梅雨のあけと一緒で天気
状況だけから明確にモンスーンあけを指摘することは
むつかしいが 徐々に降水が少くなり,やがてはド天
がつづく ようになって完全な秋になる。というのがー
般的な傾向のようである。

こうして北からジエット気流が南下してきてその軸
がヒマラヤ山脈に達するまでの期問を秋というな、
ば,それは非常に短いと言わねぱならない,エベレスト
山群では通常Ⅱ月中旬には極端な低温と強風のため
80oo m 以上ではほとんど行動できなくなるからであ
る0 この頃山麓から工ベレスト,マカルーのような高
峰をみると,山頂から雲が湧いて吹き流されてぃる

Ama D3blam
'

Thyan8boche

Namche BaZ祉

゛

井

誰

ようにみぇる。 これは強い気流が独立峰に当った結果
風下のメきな渦によってできた対流雲が吹き流されて
いると思われる0 ジエット気流が卓越した時の徴候で
あろう0 このように秋一一求ストモンスーン__は才
峰の登山にとっては短期決戦ではあるが,山麓のトレ
ツキングには最良の季節である。天気がよくて空気が
澄みわたっているので眺めがよいだけでなく,収穫期
でもあるため,食糧の調達が容易であるのが大きナ、利
小、である0 とくに現地食主義で旅行を行う時は季節
にょって手にはいるものが全然異るこ七を良く考え倉
必要がある0 たとえば牛乳などは厳冬の1~2月1ビナ*乞.
とほとんど手にはいらなくなるし,同じ4ずを買ても
収穫期と種播期では値段も味も企然ちがうのは当然で
ある0 このように秋が非常に良いというのは一般的な
見方だが,私の一年近いヒマラヤ生活の小で実はと1の
秋が一番印象がうすぃ。登山をじ七いたか'ぞい、傘
情はあるにせよ,春のような季節の変り目に対子る薪
鮮な感動の材料があまりないのであろ;、,上も日条
の山行でも頂上からの眺望よりは深雪のラッ、ノιお方
が深い記憶として残ってぃるようなのが通常だが、
モンスーン中の長雨,冬の寒さの方等により大きい南
象があるのは仕方がないかもしれなびぶ

3冬

秋から冬ヘの移り変りは徐々に行なわれろ冬の天
候がどれくらい良いかということは,西の方からや
てくるいわゆる西方低気圧(westerlydisturbance)
の影響がどの程度あるかによる。クンプヒマ_ル

~50oomの高度では,降水を伴うことはあまりナ、、し
厳冬季ではあってもせいぜい数卿程声のことが多、
しかしこの低気圧は上層の気圧の谷に伴ってやてく
るものなので山岳地帯などではある程度湿った空気を
送りこむため,雲や霧が出やすくなる。この気圧の
谷と峰の訪れの周期は晩秋から冬にかけて非常に規則
正しくなり,上空にジェット気流が吹きまくるよ、な
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